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最
近
の
露
間
組
合
運
動

.，旦
7('i 

ζ

の
小
文

H
、
『
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
』
円
本
年
九
月
械
に
輔
載
さ
れ
た

最品

，也

雑

録

最
近
剛
健
闘
組
合
運
動

すユト
る品ト

オミ
ンア
t之 Y
1舟ツ
It散
る授
*11 V.J 
合 2
越自

動誼
O 
骨
返咽
ø~ 窓
ι， ;;;:ホ
ーに

斑基
"、
臨て
.1、、
白 y

!:グ、
4 
目品

的 f
と I

y
グ
イ
且
ッ
ト
・
ユ
Z

オ
Y

に
於
け
る
近
時
の
組
合
運

動
以
・
注
意
す
べ
き
・
カ
強
レ
、
然
し
奥
深
〈
ご
レ
ム

よ
h
-
b
む
し
ろ
幅
康
〈
成
長
し
っ
、
あ
る
蓮
勘
で
あ
っ

て
、
勢
農
政
府
t
密
接
に
聯
絡
L
、
且
っ
そ
の
支
持
を

受
り
て
居
る
。
例
へ
ば
か
の

N
g
q
o
A届
(
消
波
組
合

会
露
山
中
央
聯
合
曾
)
の
品
目
長
は
、
人
民
委
員
評
議
品
目
に

於
い
て
評
議
備
を
享
宥
し
て
居
る
の
で
ゐ
る
が
、
更
に

そ
れ
よ

h
b
h
つ
芭
重
大
な
事
は
、
組
合
の
中
央
聯
合

舎
が
外
国
貿
易
の
湖
占
を
、
一
定
の
程
度
迄
、
政
府
£

共
有
し

τ居
る
貼
で
ゐ
る
。
な
ほ
、
印
刷
合
は
政
府
の
支

持
を
受
り
て
は
居
る
が
、
純
然
た
る
金
銭
上
の
扶
助
は

倹

b
大
量
〈
は
な

ν
の
で
あ
っ
て
、
昨
年
度
に
於
り
る

舗
助
金
額
は
二
千
九
一
尚
南
金
貨
グ
!
プ
片
で
あ
っ
た
。

現
今
の
会
露
組
合
運
動
は
、
自
助
ピ
い
ふ
鮎
で
は
、

革
命
前
よ
h
も
微
弱
に
な
っ
て
居
る
o

郎
ち
一
九
二
一
一

年
に
於

ν
て
は
一
組
合
員
は
卒
均
五

P
1
プ
F

の
資
本

の
持
H

げ
を
有
し
て
屑
た
が
、
現
今
で
は
柿
々
一
】
の
金
額

(
第
六
輔

都
二
十
三
番

一
五
五
)
一C
=
一五
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雑

最
近
白
露
間
組
合
翠
動

晶

の
字
分
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
係
ら
十
組
合
運
動
は
今

日
、
一
九
二
二
年
に
於
げ
る
よ
b
も
・
否
一
九
一
七
年

に
於
り
る
よ
h
も
、
進
に
大
な
る
役
目
を
演
じ
て
居

る
。
而
し
て
阜
、
の
事
は
、
第
一
、
私
取
引
に
打
撃
を
加

へ
花
か
の
国
街
化
に
よ
っ
て
、
第
一
一
、

v
1
ユ
ン
及
び

共
産
識
が
組
合
運
動
を
以

τ共
産
主
義
或
は
枇
曾
主
義

到
達
の
錦
の
重
要
手
段
で
あ
る
ピ
宣
布
し
、
且
つ
組
合

運
動
に
カ
を
集
中
し
た
・
」
正
に
よ
っ
て
、
第
三
、
岡
民

自
身
が
岡
家
の
方
策
の
威
力
を
以
前
程
に
は
強
〈
信
じ

な
く
な
り
、
飯
に
戦
前
に
奥
へ
ら
れ
た
組
合
ご
い
ム
手

段
を
、
再
び
熱
心
に
用
ゐ
る
や
う
に
な
っ
た
こ
さ
に
よ

っ

τ、
説
明
さ
れ
る
Q

勿
論
、
組
合
運
動
に
カ
を
集
中

せ
よ
ご
い
ふ

V
1
-一
y
の
叫
ぴ
に
金
政
府
及
び
凡

τの

共
産
黛
員
が
従
っ
た
己
は
言
へ
な
い
の
で
あ
っ

τ、
彼

等

ωう
も
の
少
な
か
ら
Y
る
部
分
は
図
傍
業
の
支
持
者

で
、
国
替
業
が
大
な
る
利
害
関
係
争
』
有
し
な
い
場
所
に

り
を
消
費
組
合
に
委
ね
る
ご
い
V

ふ
こ
ご
も
屡
ー
で
あ
っ

た
。
叉
、
組
合
正
岡
修
業
古
の
聞
に
衝
突
が
起
る
こ
ご

も
掃
し
〈
な
い
。
然
し
そ
れ
に
も
係
ら
争
、
大
躍
に
於

い
て
、
政
府
は
組
合
運
動
仁
謝

L
t大
に
好
意
を
有
し

(
第
六
枕
一
五
六
)
一
O
一ニ六

て
居
る
0
2
'
3
し
て
近
頃
は
地
方
の
組
合
に
劃
し
て
殊

じ
古
う
で
あ
る
。

組
合
が
今
日
の
露
西
亜
的
経
憐
生
活
上
に
演
じ

τ居

る
大
な
る
役
割
は
、
弐
の
事
貨
の
う
も
か
ら
観
取
苫
れ

得
品
。
郎
も
一
九
二
四

l
五
年
度
に
於
り
る
消
費
組
合

の
取
引
は

y
グ
イ
エ
ッ
ト
・
ユ
品
オ
V

の
杢
取
引
の
二

O

M

判
(
三
十
五
億
金
貨
片

1
プ
戸
)
を
構
成
し
て
居
る
。
同

岨
百
取
引
は
一
九
二
三
|
四
年
度
に
は
三
入
%
、
周
年
度

に
於
り
る
私
取
引
は
四
一
二
・
九
，
併
で
あ
っ
た
が
、
私
取

引
は
↑
九
二
四
|
五
年
度
に
は
三
五
・
九
弱
に
落
ち
た
。

こ
れ
は
私
取
引
が
消
費
組
合
に
よ
っ

τ騎
逐
吉
れ
つ
、

ゐ
る
こ
己
を
明
か
に
示
し
て
居
品
。
な
は
国
替
取
引
も

一
九
二
四

l
五
年
度
に
は
三
六
%
に
減
じ
た
。

消
費
組
合
会
露
中
央
聯
合
曾

(
N
S
5
5
5
)
の
役

割
も
、
以
前
よ

h
U進
に
編
著
に
な
っ

τ居
る
。
一
九

二
三

l
四
年
度
に
於
り
る
ツ
z

ン
ト
ロ
ン
ユ
ズ
の
上
高

は
ニ

O
一
一
、
七
七
七
、

0
0
0金
貨
片

1
プ
U
F

で
お
っ
た

が
、
一
九
二
四

l
五
年
度
の
四
分
の
三
期
の
上
高
は
院

に
ニ
ニ
六
、

O
二
二
、

0
0
0金
貨

Y
1
プ
W

に
上
っ
て

居
る
。
な
は
一
九
一
一
一
一
一

l
四
年
度
的
四
分
の
三
期
に
於

第
二
十
三
番



抄
る
y
a
y
ト
ロ

y
品
J

ズ
の
輸
出
は
二
九
、
五

0
0、
0

0
0金
貨

F
1
プ
ペ
轍
入
は
{
六
、
四

0
0、
0
0
0

金
貨

W
1
プ
Y
で
あ
ヴ
た
。

一
九
二
四

l
五
年
度

ω竿
年
に
於
り
晶
、

y
グ
ィ
エ

ッ
ト
・
ユ
戸
-
一
咋
V
の
地
方
消
費
組
合
の
総
数
は
一
ご
、

o

o
o
rゾ
組
合
員
数
は
約
四
百
高
、
上
高
は
四
億
二
千

高
金
貨
ケ
ー
プ
戸
で
、
一
組
合
員
の
卒
均
的
持
分
資
本

仏
約
ニ
ル

1
プ
ル
で
ゐ
っ
た
。
都
市
消
費
組
合
の
油
開
放

は
、
一
九
二
五
年
五
月
一
日
に
は
、
一
、
五
七
七
で
、
組

合
長
は
一
ニ
、
五
六
一
、
九

O
人
名
、
抽
棚
上
高
は
一
九
二
四

五
年
度
の
竿
年
に
約
三
十
五
億
金
貨

F
1プ
y
o

そ

の
う
ち
ヲ
タ
ラ
イ
ナ
の
消
脂
質
組
合
に
脱
す
る
分
は
五
億

N
1
プ
町
げ
で
、
?
ク
ラ
イ
ナ
消
費
組
合
聯
合
曾
(
寸
昇
。
，

也
-E)
の
昨
年
度
の
上
高
は
千
人
百
高
金
貨
ル

l
プ
庁

で
ゐ
っ
た
。

究
に
農
業
方
面
の
組
合
を
一
瞥
す
る
に
、
一
九
二
五

年
一
月
一
日
に
は
、
農
業
購
買
及
び
販
賞
組
合
五
入

0

0
、
組
合
員
四
二
六
、
六
五
O
名
、
信
用
機
能
を
有
す

る
農
業
組
合
及
び
信
用
組
合
七
一
五

O
、
組
合
員
一
、

五
ご
ニ
二
五

O
名
、
共
同
耕
作
組
合
四
九
二
五
、
組

雑

錐

設
紅
白
路
面
組
合
連
副

合
員
一
一
三
、
九
五

O
名
、
酪
乳
、
バ
タ

1
及
び
チ
ー

ズ
組
合
一
ニ
三

0
0、
組
合
員
二
九
一
、
五

O
O名
、
其

他
の
農
業
組
合
二
三
五

O
、
組
合
員
二
三
入
、
五
0
0

名
、
家
内
工
業
及
び
林
業
組
合
一
四
七
五
、
組
合
員
六

六
、
二
五

O
名
、
徳
計
二
五
、

0
0
0の
組
合
正
、
ニ
、

六
五

0
.
0
0
0名
の
組
合
員
が
あ
る
。
な
は
農
業
方

面
の
組
合
の
組
上
高
は
、
一
九
一
一
一
二

l
四
年
度
じ
は
、

五
億
八
千
高
金
貨
W

1

プ
W

で
あ
っ
た
。

農
業
的
生
産
組
合
の
な
か
に
算
へ
る
こ
ご
の
出
来
る

一
つ
の
甚
だ
特
色
ゐ
る
形
健
は
、
露
西
直
に
於
い
て
現

今
非
常
に
普
及
L
て
居
る
漁
夫
組
合
で
あ
る
。
こ
れ
は

院
に
戦
前
に
存
在

L
て
居
た
が
、
嘗
時
は
一
向
振
は
な

か
っ
た
。
所
が
一
九
二
三
年
七
月
一
日
に
漁
夫
金
露
組

合
聯
合
曾
が
創
立
さ
れ
て
、
一
九
一
一
四
年
十
二
月
十
七

日
に
は
、
-
一
六
の
地
方
聯
合
曾
、
阿
七

O
の
組
合
、
及

び
三
五
、
五
五
九
名
の
組
合
員
を
包
括
す
る
に
い
た
っ

た
。
き
う
し
て
聯
合
曾
は
慌
時
什
及
び
河
川
を
有
利
な
僚

件
で
岡
家
か
ら
賃
借
す
る
二
ご
に
成
功
し
た
。

露
西
亜
の
細
令
の
積
削
酬
の
う
も
で
最
も
注
意
す
吋
き

も
り
は
淑
夫
組
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
戦
前
に
は
無
〈

第
二
十
三
巻

(
第
六
腕
一
五
七
)
一
「
三

t



華韓

宜主

最
近
の
麟
同
組
合
運
動

τ、
一
九
二
四
年
以
来
初
め

τ普
及
L
た
も
の
で
あ

る
。
ニ
の
組
合
形
鱒
が
閤
家
の
補
助
刀

L
に
畿
達
し
た

こ
ど
も
特
記
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
c

獄
夫
会
露
組
合
聯

合
曾
は
、
一
九
二
四
年
十
月
一
日
に
は
、
七
七
五
の
獄

夫
組
合
、
約
六
O
の
地
方
聯
合
曾
、
二
五

O
、
0
0
0

名
の
組
合
員
を
包
括
L
一
1
居
る
。
な
ほ
聯
令
曾
は
現

今
・
脂
綿
四
五
、
倉
庫
二
三
、
小
銃
修
繕
所
一
二
、
工

場
六
を
宥

L
て
居
る
。
き
う

Lτ
全
Y
グ
ィ
エ
ッ
ト
・
ユ

ユ
オ
ン
で
ニ
千
高
金
貨

F
l
プ
庁
仁
達
す
る
毛
皮
生
産

の
う
も
・
獄
夫
組
合
に
周
す
る
分
は
二
百
五
十
高
金
貨

庁
l
プ
W

で
あ
る
b

以
上
は
農
業
方
面
に
闘
す
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
農
業

的
生
産
以
外
の
範
囲
に
於
い
て
も
、
進
歩
の
跡
を
権
時

得
品
。組
合
的
生
産
は
、
消
費
組
合
に
従
嵐
せ
古
る
生
産
組

合

ω形
仁
於

hvτ
組
織
さ
れ
た
が
、
資
本
主
義
仁
劃
す

る
政
府
の
関
守
は
、
家
内
正
業
の
復
活
に
、
且
っ
そ
れ

ご
闘
聯
し

τ、
家
内
工
業
的
組
合
生
産
に
導
h
v

花。

-
』
の
秘

ω生
産
組
合
の
上
高
は
、
一
九
一
一
一
一
一

l
四
年

度
仁
は
、
二
億
四
千
高
金
貨
ケ
ー
プ
W

に
蓮
し
た
。
き

第
二
十
三
巻

(
第
六
披
一
五
八
)

う
L
て
-
』
れ
等
の
生
産
組
合
の
生
産
物
は
・
金
属
貨

物
、
皮
革
、
長
靴
、
車
靴
、
及
び
艶
靴
、
並
に
編
細
rム

品
、
木
材
貨
物
等
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
生
産
組
合
は
そ

れ
九
九
専
門

ω聯
合
曾
仁
編
入
古
れ
、
且
つ
一
勺
の
全

部
的
聯
合
曾
を
で
A

ヨ
!
で
構
成
し
て
居
る
‘
一
九
二

四
年
一
月
一
日
に
は
、
会
y
Jダ
イ
エ
ッ
ト
・
ユ
ユ
オ
y
内

に
六

0
0
0
ω
生
産
組
合
、
三

O
O、
0
0
0名
の
組

合
員
を
算
し
、
一
九
二
五
年
一
月
一
日
に
は
生
産
組
合

八
五

C
C、
組
合
員
三
五

0
.
0
0
0名
が
存
在
し
た
。

そ
の
う
も
五

O
Oの
組
合
は
い
づ
れ
か
の
聯
合
曾
仁
編

入
さ
れ
、
聯
合
曾
の
敷
は
二
五
九
に
蓮
し
た
。

輸
出
に
闘
L
て
は
i

現
今
y
グ
ィ
エ
ッ
ト
ユ
ニ
唱
え

y

の
組
合
聯
合
曾
り
凡
て
が
、
戦
前
に
於
付
る
よ
h
も
諮

に
大
な
る
役
目
を
損
じ
て
居
る
。

V

4

p

ア
鴎
農
組
合

聯
合
品
目
の
バ
タ
ー
の
輸
出
は
今
で
は
戟
前
の
額
に
遥
L

た
。
き
う
し
て
現
今
組
合
で
聡
出
す
る
商
品
は
、
バ
タ

ー
の
外
に
は
.
穀
物
・
亜
麻
、
大
麻
・
木
材
貨
物
・
毛

皮
貨
物
、
前
綱
、
卵
等
で
あ
る
。

外
国
貿
易
は
岡
家
の
獅
占
で
あ
っ

τ、
私
取
引
は
全

然
外
国
貿
易
か
ら
除
外
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
園
管
取
引

一O
=
一λ



が
輸
出
で
は
最
大
の
役
目
を
演
じ
て
居
る
・
』
芭
勿
論
で

あ
る
。
然
し
組
合
聯
合
曾
も
商
品
輸
出
の
権
利
を
享
有

L
て
居
る
か
ら
、
消
費
組
合
会
露
聯
合
曾

(
N
E昨
日
?

〕

E
)
農
業
組
合
聯
合
曾
(
印
o
z
r
o
g
E
)
並
に

p
p
ラ
z
q

ナ
消
費
組
合
聯
合
曾
(
〈
ロ

rou--E)
は
欧
米
の
主
要
都

市
に
支
応
を
有
し
て
居
る
。

な
は
序
に
ニ
つ
の
組
合
銀
行
が
め
る
ニ

Z
を
指
摘
し

て
置
き
た
い
。
郎
も
そ
の
一
つ
は
、
戦
等
の
庶
前
に
創

立
さ
れ
現
今
ロ

v
ド
ン
に
所
庇
す
る
屯
ス
コ

1
瓜
民
銀

行
で
、
他
の
一
つ
は
、
毛
旦
コ

1
に
所
在
す
る
枇
曾
主

義
y
グ
ィ
且
ッ
ド
共
和
周
聯
邦
中
央
組
合
銀
行
こ
れ
で

あ
る
。ソ
グ
ィ
エ
ッ
ト
・
ュ
-
一
オ
ン
に
於
け
る
組
合
運
動
の
近

紋
は
大
値
以
上
の
刻
〈
で
ゐ
る
が
、

Y
グ
イ
エ
ッ
ト
・
ユ

-
一
オ
ン
の
組
合
は
、
上
越
の
如
、
喝
さ
明
る
い
一
面
古
共

に
、
暗
い
一
面
を
も
有
し
て
居
る
。
そ
の
う
ち
か
ら
特

に
突
の
一
二
者
を
皐
げ
て
置
(
。
日
〈
・
資
本
の
不
足
。

臼
(
、
組
合
の
役
員
選
血
中
に
際
し
て
、
共
産
業
が
識
の

立
脚
鮎
か
ら
し
て
過
大
な
る
干
渉
を
及
ぼ
す
-
』
正
が
麗

E
あ
る
こ
Z
。
臼
〈
、
組
合
の
多
f
の
事
務
員
特
に
応

雑

録

最
注
目
路
間
組
告
運
動

舗
の
被
偏
人
の
不
正
行
錯
。
尤
も
不
正
行
活
の
打
滅

β
、
現
A
T
甚
に
熱
心
に
賀
行
苫
れ
、
ヅ
ヱ
ン
ト
ロ

y
ユ

ズ
の
機
関
新
聞
(
日
刊
)
「
組
合
の
道
』
は
、
「
横
領
」
ピ
い

ふ
見
山
し
り
下
に
‘
絶
え
す
不
正
行
幼
の
納
畿
を
行
つ

1
居
る
。
(
こ
の
日
刊
新
聞
は
、
凡
て
の
稲
類
の
組
合

を
結
合
し
且
つ
会
ユ
品
オ
ン
を
包
括
し
て
近
頃
出
来
た

金
露
組
合
評
議
曾
の
機
関
正
な
-hJ

、
現
今
の
名
稀
は

「
組
合
生
活
」
ご
な
っ
て
居
る
)
。

な
は
最
後
に
y
グ
ィ
エ
ッ
ト
・
ユ
ユ
オ
V

の
組
合
運
動

を
、
他
の
諸
国
の
そ
れ
E
比
較
し
て
み
る
に
、

y
グ
ィ

エ
ッ
ト
・
ユ
ニ
オ
V

の
組
合
運
動
以
、
組
合
及
び
組
合
員

の
絶
封
放
に
於
い
て
は
、
筆
頭
で
あ
る
が
、
上
高
及
び

特
に
消
費
組
合
生
産
に
闘
し
て
は
、
英
閤
組
合
運
動
の

下
位
仁
立
つ

τ居
る
。

都
ニ
オ
三
巻

(
船
大
焼

一
五
九
)
一

o=一九


